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紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



ひと 時 は 目に 見し もの を かげろ ふの あ 

るかな きか を 知らぬ はかなき (晶子) 

うき ふね 

宇治の 山荘で は 浮 舟の 姫君の 姿の なくなった ことに 

驚き、 いろいろと 捜し求め るのに 努めた が、 何の かい 

もなかった。 小説の 中の 姫君が 人に 盗まれた 翌朝の よ 

うであって、 このいた ましい 騒ぎ はくわし く 書く こと 

がで きない。 

京からの 前日の 使いが 泊ま つ て 帰らな か つ たため、 

母 夫人 は 不安が つて また 次の 使い をよ こした。 まだ 鶏 



へ 行き 確かな こと を 調べ て 来る ようにお 命じに なった。 

「あの 大将のお 耳に どんな ことが はいった のです か、 

宿直 をす る 者が 忠実に 役 を 勤めない というお 牝リが 

あつたと かで、 私の 侍が 使いに まいったり、 帰ったり 

いたします のさえ、 見つけ ますと 調べ 立てる ような こ 

と をす る 者ら が あるそう なのです から、 口実な しに 私 

が 行きまして、 それが 大将さん へ 知れます と あなた 様 

の 御迷惑 になる ことが 起こる ので は ございませんで 

しょうか。 そして また 人が 急病で お死にに なった 所な 

どと いう もの は おおぜいの 人が 集まっても いるで しょ 

うから I 



「だからといって、 訳の わからぬ ままに してお ける も 

ので はない。 何とか 口実 を 作って 行って、 こちらの 味 

方に なって いる 侍従な どに 逢って、 真相 を 確かめて 来 

て くれ。 どんな こと をこう いう ふうに 言つ ている か を 

ね。 下人と いう もの はよ くまち がった こと を 聞いて 来 

たりす る もの だから」 

こう 仰せられる 宮の御 様子に おいたまし いところ の 

見える の ももった いなくて 時 方 は その 夕方から 宇治へ 

出かけた。 この 人た ちが 急いで 行けば 早く 行き着く ザ J 

ともで きる のであった。 少し 降って いた 雨 はやんだ が 

ぬかるみ みち 

泥濘の 路 にっかれ ていたし、 はじめから 侍 風に 装って 



子な どもお 話し 申し上げる ことができ るかと 思います _ 

しょくえ 

触穢の 期間の 過ぎました 時分に もう 一 度 またお 立ち寄 

りく ださい」 

と 言って 侍従 ははげ しく 泣く。 奥の ほうに も 泣き声 

が 幾い ろに も 聞こえて、 乳母ら しく 思われる 声で、 

「お 姫様 どこへ いらっしゃいました。 帰って おいでく 

ださい ませ。 御 遺骸 さえ 見られません と はなん たる 悲 

しい ことでしょう。 毎日 毎日 拝見しても 飽 くことの な 

い あなた 様でした。 その あなた 様の 御幸 福に おなりに 

なる の を 祈ります ことで 生きが いのあった 私で は ござ 

いません か、 それに あなた 様 は 打ち やって お行きに な 



りまして、 どこへ 行った とも 知らせて くださらない。 

鬼神で も あなた 様 を 取り込めて しまう こと はでき ない 

たいしゃく てん 

はずです。 人が 非常に 惜しむ 人 は 帝 釈天も 返して く 

ださる ものです。 お 姫様 を 取った の は 人に もせよ 鬼に 

もせよ 返しに 来て ください。 御 遺骸 だけで も 見せて ほ 

しい」 

こう 叫んで いるう ちに 不審な 点の あるのに 気の つ い 

た 時 方 は、 

「真相 を 知らせて ください。 だれかが お隠しに なった 

のです か。 確かに 知りた く 思 召して、 御自身の 代わり 

におよ こしに なった 私 は 使いです。 41/ ははつ きりし な 



存じません が、 十分 隠した く 思 召した ことです から、 

秘密 は 秘密の ままに してお 置きく ださいます ほうが 御 

好 志になります」 

な ど と 侍従 は 言 い、 姫君の 最後が 普通 の 死で ない こ 

と を ほかへ 洩らすまい としていても、 自然に 事実 は 事 

実と して 人が 悟って しまう ことで あろうと 思い、 〔# 

「」 は 底本で は 「。匕 こんな 会談 を 長く している こと 

も 避けねば ならぬ と 思う 心から 時 方 を 促して 去らし め 

た。 

雨の 降る 最中に 常 陸 夫人が 来た。 遺骸が あっての 死 

は 悲しい といっても 無常の 世に いて は、 どれほど 愛し 



ていた 人で も ある 時 は 甘んじて 受けなければ ならぬ の 

おきて 

が 人生の 捉 であるが、 これ は 何と 思い あきらめ てよ 

いこと かと 悲しがった。 苦しい 恋の 結末 をそう してつ 

けた y J とな ど は 想像 ので きぬこと で、 身 を 投げた など 

と は 思い寄る こと もで きず、 鬼が 食つ てし ま つた か、 

きつね 

狐 というよ うな ものが 取つ て 行った のであろう か、 

昔の 怪奇な 小説に はそんな こと も あるが と 夫人 は 思う 

のであった。 また 常に 恐れて いる 大将の 正妻の 宫の周 

かおる 

囲に 性質の 悪い 乳母と いうよう な 者が い て、 薫 が 浮 

舟 を ここへ 隠して 置いて ある こと を 知り、 だまして 人 

に つれ 出させる ような ことがあ つたので は あるまい か 



こと もで きない ふうであった。 それで はこの 荒い 川へ 

身 を 投げて 死んだ のかと 思う と、 母の 夫人 は 自身 も そ 

こへ はいって しまいたい 気 を 覚えた。 流れて 行った ほ 

う を 捜させて 遺骸 だけで も 丁寧に 納めたい と 夫人 は 言 

いだした が、 もう 大海へ 押し流された に違いない、 効 

果は 収める ことが で きずに 人 の 噂 だ けが 高くなる ， J と 

ははば からなければ ならぬ こと を 一 一人 は 忠告した。 ど 

うすれば よい かと 思う と 胸が せき 上が つ てく る 気の す 

Hi, う 

る 常 陸 夫人 は、 どうと 定める こと もで きずに 茫 として 

いるの を 二人が たすけて、 車 を 寄せさせて 姫君の 常に 

坐して いた 敷き 物、 身近に 置いた 手 道具、 もぬけに な つ 



ていた 夜具な ど を 入れ、 乳母の 子の 僧と、 それの 叔父 

あ-, 1 や J で， - 

にあた る阿闍 梨、 その また 親しい 弟子、 もとから 心安 

い 老僧な どで 忌中 を 籠ろうと して 来て いた 人た ちな ど 

だけに 真実の こと を 知らせ 遺骸の あってす る 葬式の よ 

まろ 

うに 繕わせて 出す 時、 乳母 は 悲しがって 泣き 転んだ。 

しゅうと うちとね リ おど 

宇治の 五位、 その 舅 の 内 舎 人な どと いう 以前に 嚇し 

に 来た 人た ちが 来て、 

「お 葬式の こと は 殿様と 御 相談な すって から、 日 どり 

もき めて りっぱに なさる のがよ ろしいで しょう」 

などと 言って いたが、 

「どうしても 今夜の うちにしたい 理由が あるので す、 



所で ある、 幽鬼な どが 住んで いてそう した 災厄 をし ば 

しば 起こす のでな かろう か、 それと 気 もっかず にどう 

して 長く 宇治な どへ 置いて いたのだろう、 不快な 関係 

が ほかに 結ばれた らしい ことな ども、 ああした 不用心 

すき 

な 所へ 住ませて おいた ために 隙 を うかがわせる ことに 

なった に違いない、 と 思われる の も 皆 自分の 非常識に 

原因した ことで あると 胸が 痛くなる ほどに も悔 まれた- 

御 病気で 専念に 仏へ 祈って おいでになる 母宫 のお そば 

はんもん 

で こんな 煩悶 をして いるの はよ ろしくな いと 思い 薫 は 

やしき 

京の 邸へ 帰った。 夫人の 宫の ところへ は 行かずに、 

「たいした ことで はない のです が、 身辺に 不幸が 起 



け もな く 悪く 批評 をされ る 時だった ものです から、 昔 

の 寂しい 山里へ つれて 行って あつたので ございます。 

たず 

そして 始終 は 訪ねて 行って やる こと もない 間柄に なつ 

てい ましたし、 その 人 も 私 一人に たよる 心 もなかった 

ように 見え ましたが、 唯一 の 妻と して は、 そうした 不 

純な 心の ある こと は 捨てお けない ことです が、 愛人と 

してお くぶんに は 許されな く はない ものです から、 

可憐に 見て ぉリ ましたが 突然 亡くな つたの で， 、- J ざ い ま 

す。 人生の 悲哀が また しみじみと 味わわれまして、 寂 

しい 思い をして おります。 もう そのこと はお 耳に もど 

ちらから かはい つ ております でしよう」 



といい、 学才と 申して 今の 世に 並ぶ 人 もない 方で、 す 

ぐれた 夫人た ち をお 持ちに なりながら、 あの人に 心 を 

どきょう はら、， - 

お傾け 尽くしに なり、 修法、 読経、 祭り、 祓 とその 道々 

で 御 恢復の ことに 騒ぎ 立って いるの も、 ただ あの人の 

死の 悲しみに よっての ことで はない か、 自分 も 今日の 

みかど おんむ すめ かれん 

身に なって いて、 帝の 御 女 を 妻に しながら、 可憐な 

あの人 を 思った こと は 第一 の 妻に 劣らなかった ではな 

いか、 まして 死んで しまった 今の 悲しみ はどうしょう 

もない ほどに 思われる、 見苦しい、 こんな ふうに は ほ 

かから 見られ まいと 忍んで いるので あるが と 薫 は 思い 

ひと ほくせ きに あらず みなう じ やう しかず けいせい の いろに あはざる に 

乱れながら 「人 非 木石 皆 有情、 不如不 逢 傾城 色」 



宫は 中の 君の 顔の 浮 舟に よく 似た のに 心 を 慰めて、 

二人で 庭 を ながめて おいでになる 時であった。 言外に 

意味の あるよう な 歌で あると 宫は 御覧に なり、 

> J ま 

橘の 句 ふあたり は ほととぎす 心して こそ 鳴く ベ か 

り けれ 

なんだか かかりあいの あるよう な ことが 言われます 

ね。 

とお 返事 を あそばした。 宫と浮 舟の 姫君の 関係 もま 

た その 人の 死 も 何に 基因す るか も 今 は 皆 わか つ てし 



など、 泣き も 笑い もしながら お語りになる 相手が、 

恋人の 姉で ある ことにお 慰みになる ところ も 多かった _ 

からだ 

形式が 簡単で なく、 ちょっとお 身体の 悪い ことの あつ 

て も 騒ぎが はなはだしく なり、 見舞いに 集まる 人 も 多 

むすこ 

く、 父の 大臣、 その 息子た ちと 絶え間な しに 病床に 付 

き 添って いるよう なと ころと 変わり、 二 条の院 におい 

でになる こと は 気楽で なつかし い 気分 を 十分お 得に な 

られる ことで あつたので ある。 浮 舟の 死んだ こと はま 

だ 夢の ようにば かりお 思われに なり、 どうして 急に そ 

うなった かとい う 不審が お解けに ならぬ ため、 例の 内 

記た ち をお 召しに なり、 右近 を 呼びに おつかわしに 



間の 笑われ ものに なったり して は、 どんなに 力 を 落と 

すだろうと、 こんなお 心持ち を それとなく 私 どもへ 始 

終 言って お 歎きに なりました。 それ 以外に 何が あるか 

と 考えましても、 何も 思い当たる こと は ございません _ 

鬼が 隠す ことがあ りましても 片端く らい は 残す でしよ 

うのに」 

と 言って 右近の 泣く 様子 は、 見て いても 堪えられな 

くなる ほどの ものであった から、 宮 との 例の 恋愛の 事 

実は 無根で ない らしい と 悟った 時から 少し 紛れて いた 

薫の 悲しみが よみがえり、 せき あえぬ ふうに この 人 も 

泣いた。 



女の 心 をよ くお 引きつけ になって、 始終お 逢いで きぬ 

歎きが こうさせ ておしまい にな リ、 命 もな くした ので 

はない かと 思う。 隠さずに 真実 を 言って くれ。 自分に 

* きまん 

少しの 欺瞞 もない こと を 言って ほしい」 

かおる 

と 薫の 言う の を 聞いて、 確かな こと を 皆 知って お 

しまいに なった ようで ある、 この 方 もお 気の毒で ある 

し、 故人 もお かわいそう であると 右近 は 思った。 

「情けない こと をお 聞き あそばし たもので ございます 

ね。 右近が おそば におらぬ 時と いって は ございません 

でした のに」 

と 言い、 右近 はしば らく 黙って いたが、 



で 暗くなる ばかりで ございまして、 感謝の 思い も 書 

き 尽くす ことができません の をお 許しく ださい。 

などと 書いた。 使いへの 贈り物に 普通の 品 を 出す ベ 

き 場合で はない し、 また それだけ では 不満足な 感じ を 

あとでみ ずから 覚えさせられる ことであろう からと 思 

い、 貴重品と して 将来 は 故人の 姫君に 与えようと 考え 

はんさい せきたい た ち 

ていた 高級な 斑 犀の 石 帯と すぐれた 太刀な ど を 袋に 入 

れ、 車へ 使いが 乗る 時 いっしょに 積ませた。 

「これ は 故人の 志で ございます」 

と 言わせて 贈った のであった。 

帰った K いは 贈られた 品 を 大将に 見せる と、 



薫 は 四十九日の 法事の 用意 を させながら も 実際 は ど 

う あの人 はなった のであろう、 まだ 一点の 疑い は 残さ 

れ ている と 思う ので あるが、 仏への 供養 をす る こと は 

人の 生死に かかわらず 罪になる ことで はない からと 思 

い、 ひそかに 宇治の 律師の 寺で 行なわせる ことにして 

いるので あった。 六十 人の 僧に 出す 布施の 用意 もい か 

めしく 薫 はさせ た。 母 夫人 も 法会に は 来て いて、 式 を 

はなやかに する 寄進な ど をした。 兵 部 卿の 宫 から は 右 

っぽ 

近の 手 もとへ 銀の 壷へ 黄金の 貨幣 を 詰めた の をお 送リ 

ま C 

になった。 人目に 立つ ほどの 派手な こと は あそばせな 

かった ので ある。 ただ 右近が 志と して 供物に したの を、 



事情 を 知らぬ 人た ち はどうして そんな こと をした かと 

不思議が つ た。 薫の ほうから は 家 司の 中で も 親しく 思 

われる 人た ち を 幾人 もよ こして あった。 在世中 はだれ 

も その 存在 を 知らなん だ 夫人の 法事 を、 薫が こんなに 

まで 丁寧に 営む ことによって、 どんな 婦人で あつたの 

かと 驚いて 思って みる 人た ち も 多かった が、 常 陸 守が 

ほうえ 

来て いて、 はばかり もな く 法会の 主人顔に 事 を 扱って 

いるの をい ぶかし くだれ も 見た。 少将の 子の 生まれた 

あとの 祝い を、 どんなに 派手に 行なおうかと 腐心して、 

家の 中に ない 物 は 少なく、 〔# 「、」 は 底本で は 「。匕 

支那、 朝鮮の 珍奇な 織り 物な ど を どうして どう 使おう 



に 恋 を 持って おいでになる のであって、 例の 上手に 説 

き 伏せようと お試みになる ので あるが、 誘惑 をされ て 

だれも 陥る ような 御 関係 を 作りた くないと 強い 態度 を 

かおる 

変えない の を、 薫 は おもしろい 人で あると 思って 好 

意が 持 たれる ので ある。 - J の 一 J ろ の 薫が 物 思 いに とら 

われて いるの も 知っていて、 黙って いる ことができぬ 

気 もして 手紙 を 書いて 送った。 

哀れ 知る 心 は 人に おくれね ど 数なら ぬ 身に 消え つ 

っぞ 経る 



北側の 座敷な どへ も 皆 人が はいって、 旧態に かえそう 

とする 騒ぎの ために、 西の 廊の 座敷の ほうへ 一 品の 姫 

宫は 行って おいでになった。 日々 の 多くの 講義に 聞き 

疲れて 女房た ち も 皆 部屋へ 上がって いて、 お居 間に 侍 

している 者の 少ない 夕方に、 薫の 大将 は 衣服 を 改めて、 

今日 退出す る 僧の 一 人に 必ず 言って おく 用で 釣 殿の ほ 

うへ 行って みたが、 もう 僧た ち は 退散した あとで、 だ 

れも いなかつ たから、 池の 見える ほうへ 行って しばら 

く 休息した あとで、 人影 も 少なくな つてい るの を 見て、 

この 人の 女の 友人で ある 小 宰相な どのた めに、 隔て を 

きちょう 

K に 几帳な どでして 休息所ので きている の はこ こらで 



しずく 

「もう 私 は 持たない、 I 卞 がめん どう だから」 

と、 お言いになる 声 を ほのかに 聞く ことので きたの 

が 薫の かぎり もない 喜びに な つ た。 まだ ごくお 小さ い 

時に、 自分 も 無心に お見上げして、 美しい 幼女で お あ 

りになる と 思った。 それ 以後 は 絶対に この 宫を 拝見す 

る 機会 を 持たなかった ので あるが、 なんという 神 か 仏 

かが こんなと ころ を 自分の 目に 見せて くれたの であろ 

うと 思い、 また 過去の 経験に あるよう に、 こうした 

すきみ 

隙 見が もとで 長い 物思い を 作らせられ たと 同じく、 自 

分 を 苦しく させる ための 神仏の 計らいで あろうかと も 

思われて、 落ち着かぬ 心で 見つめて いた。 ここの 対の 



将の 愛人の 所へ そっと 兵 部 卿の 宮様 も 通って お行きに 

なった という ことで ございまして、 大将さん がそれ を 

お聞きに なりました のか、 にわかに 宇治から 京へ 迎え 

ようとな すって、 監視の 人な ど を きびしく お付けに な 

りました ころに、 宮様 はまた おいでにな つたので ござ 

いますが、 家の 中へ おはいりになる ことができません 

で、 危険な ことで ございま すが、 お 馬の ままで 外に 立 つ 

ておいで になり、 それな リ 帰って おしまい になった と 

いう ことで ございまして、 女 も宫様 をお 慕いして いた 

のでし ようか、 にわかに 行く えがわから なくなり まし 

う ま. 

たの を、 川へ 身 を 投げた ので あろうと、 乳母と いうよ 



たす ものです が、 その 宇治の 山荘に おりました 下 童 

がつ いこの ごろ 宰相の 実家の ほうへ 来まして、 確かな 

ことのよ うに 申して いたそう でございます。 そうした 

死に 方 をなさい ました こと を 世間へ 知らすまい、 自殺 

などと いう 思いき つたこと をした 人 だと 言わす まいと 

皆が 隠す こ とに 骨 を 折 つ たそうで) J ざ います。 それで 

大将さん もく わしい お 話 を あそばさなかった ので はな 

いでし ようか」 

「その 話 を また ほかへ 行って するな と 宰相から お言わ 

せよ。 そうした 問題で 宮は 自身 を だいなしにし ておし 

まいになる ことに もな り、 世間から も 軽蔑され る こと 



る 身に なった。 見た目の きれいな 下級 女房で あると 人 

も 認めて、 侍従 は 悪く も 言われて いなかった。 大将 も 

よくまい るの を 蔭で 見る たびに 昔が 思われる 物 哀れな 

心に なった。 貴族の 姫君 たちだけ のお 仕えして いる 場 

所 だと 聞いて いて、 そうした 上の 女房た ちの 顔 を この 

ごろ 皆 見知る ようにな つてから 考えても、 浮 舟の 姫君 

ほどの 美貌の 人 はない ようであった。 

かく しきぶき よう ままはは 

今年の 春お 薨れ になった 式部 卿の 宮の 姫君 を、 継母 

うまの かみ 

の 夫人が 愛しないで、 自身の 兄の 右 馬頭で 平凡な 男が 

恋をして いるのに、 姫君 を かわいそう とも 思わずに 与 

えようと している こと を 中.？ 呂へ ある 人から 申し上げる 



と、 

「気の毒な、 宮様が たいへん 大事に なすった 女王さん 

すた 

を、 そんな 廃り 者に してし まおうと するな どと は」 

ち. T れ 

と 憐 んで 仰せられた。 

「たよりない 心細い 思い をして いる あなたに そうした 

あたたかい 同情 を 寄せて くださる の だから、 中宮へ お 

仕えしたら」 

と、 兄の 侍従 も 宮仕え を 勧めた 女王 を、 このごろ 中 

にょいち みや 

宫は手 もとへ 侍女に お迎えに なった。 女 一 の宮 のお 相 

きじょ 

手と して 置く のによ い 貴女と 思 召して、 特別な 御 待遇 

を 賜わって 侍して いるので あつたが、 お仕えす る 身で 



物 思 い に 寝 ざめ がちな 慰めに 恋愛の 遊戯 も 少し 習いた 

いと 思う が、 もう 今 は 似合わし くないと 薫 は 思 つ た。 

例の 氷 を 割られた 日の 西の 渡 殿へ、 その 日の ように ふ 

らふら と 薫が 来て しまったの も 不思議であった 。姫宮 

は 夜 だけ 母宮の 御殿の ほうへ おいでになる ため、 もう 

お 留守に な つていて、 女房 たちだけ で 月 を 見る と 言い 

渡 殿に 打ち解けて 集まって いた。 十 三絃の 琴 を 懐し い 

音で 弾く のが 聞こえた。 人々 の 思い も よらぬ こんな 時 

に 薫が 出て 来て、 

「なぜ 人 を 懊悩させる ように 琴な ど 鳴らして いらつ 

いう せんく つ みみに きく もな ほきた えんと す 

しゃる のです か。 (遊 仙窟。 耳聞猶 気絶、 



めに みて いかばかり おもしろ からん 

眼 見 若 為 憐)」 

こう 言う のに 驚いた はずで あるが、 少し 上げた 御簾 

をお ろしな どもせ ず、 一 人 は 身 を 起こして、 

さいきけ い 

「崔 季珪 のよう なお 兄 様が いらっしゃる かしら」 

と言う。 その 声 は 中将の 君と いわれて いた 女で あつ 

た。 

「私 は 宮様の 母方の 叔父な のです よ。 (遊 仙窟。 

かんばせ はをぢ はん あんじんに にたりぐ わいせい なれば なリ 

容貌 似舅潘 安仁 外 甥、 

きざし は あに さ いきけ い の ごとしい もうと なれば なリ 

気 調 如 兄 崔季珪 小 妹)」 

じょうだん 

こんな 冗談 を 言った あとで、 

「い つもの ように 中宮 様の ほうへ 行つ ておし まいに 



好意 を 持つ 男と して、 何 かの 御用 をお 命じく だすった 

らうれ しいだ ろうと 思います。 うとうと しくお 取り次 

ぎで お 話な ど をして くださる だけで は 私 も 尽くしたい 

ことが お尽くし できない」 

と 言った。 そうで あ つたと いう ふうに 女房た ち は 思 

い、 姫君 を 引き 動かす ばかりにした はずであった から、 

「松 も 昔の (たれ を かも 知る 人に せん 高 砂の) と 申す 

ような 孤立の たよりな さの 思われます 私 を、 血族の 者 

とお 認めく ださいまして おっしゃ つ てくだ さいます あ 

なた は 頼もしい 方に 思われます」 

取り次ぎの 者に 言う という ふうに でもな しに、 こう 
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